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人口：約608万人　一人当たりGDP：1,856米ドル
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民族：
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エルサルバドル
首都：サンサルバドル

人口：約634万人　一人当たりGDP：3,835米ドル
民族：
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● 1983～89年まで軍事独裁。99年に米国が運河を返還
● 通貨バルボアは実は米ドル

マヤ系先住民46％

グアテマラ
首都：グアテマラシティー　

人口：約1,547万人　一人当たりGDP：3,492米ドル
民族：

● 1996年まで36年間内戦。その後、多民族国家を宣言
● マヤ遺跡が多数。コーヒーが有名

その他24％メスティソ（欧州系と先住民の混血）・
欧州系30％
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ベネズエラ

る
国
と
な
っ
た
。

　
中
米
・
カ
リ
ブ
地
域
の
国
々
の
中
に
は
、
低

位
中
所
得
国
か
ら
成
長
し
き
れ
な
い
で
い
る

北
部
の
３
カ
国
（
ホ
ン
ジ
ュ
ラ
ス
、
エ
ル
サ

ル
バ
ド
ル
、
グ
ア
テ
マ
ラ
）
が
あ
る
一
方
で
、

内
戦
に
よ
い
形
で
決
着
を
つ
け
て
低
所
得
国

か
ら
低
位
中
所
得
国
へ
と
成
長
し
つ
つ
あ
る

ニ
カ
ラ
グ
ア
、
１
９
４
８
年
以
降
、
長
期
的

に
政
情
が
安
定
し
上
位
中
所
得
国
へ
と
順
調

に
歩
を
進
め
て
い
る
コ
ス
タ
リ
カ
な
ど
も
あ

り
、
国
ご
と
の
違
い
が
大
き
い
。
そ
れ
で
も

経
済
統
合
は
徐
々
に
進
ん
で
お
り
、
金
融
面

や
消
費
市
場
の
統
合
が
さ
ら
に
強
ま
れ
ば
、

今
後
に
向
け
た
魅
力
的
な
市
場
と
な
る
だ
ろ

う
。

　
中
米
・
カ
リ
ブ
地
域
と
日
本
が
共
有
す
る

課
題
の
う
ち
、
特
筆
す
べ
き
も
の
に
は
防
災

と
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
挙
げ
ら
れ
る
。

　
中
米
を
代
表
す
る
災
害
は
ハ
リ
ケ
ー
ン

だ
。
２
万
人
近
く
の
死
者
を
出
し
た
１
９
９

８
年
の
「
ハ
リ
ケ
ー
ン
・
ミ
ッ
チ
」
を
機
に
、

中
米
６
カ
国
は
「
グ
ア
テ
マ
ラ
宣
言
」
で
災

害
に
強
い
社
会
づ
く
り
へ
の
決
意
を
改
め
て

表
明
し
、
中
米
防
災
５
カ
年
計
画
（
２
０
０

０
―
04
）、
中
米
防
災
10
カ
年
計
画
（
２
０

０
６
―
15
）
が
そ
れ
ぞ
れ
策
定
さ
れ
た
。
台

風
は
も
ち
ろ
ん
、
地
震
、
火
山
災
害
、
土
砂

災
害
な
ど
、
中
米
が
直
面
す
る
自
然
災
害
と

特集 中米・カリブ
息づく文化　ひろがる絆

編集協力：狐崎知己　専修大学経済学部教授

息
づ
く
文
化

ひ
ろ
が
る
絆

防
災
や
エ
ネ
ル
ギ
ー

日
本
の
技
術
が
生
き
る

遺
跡
と
豊
か
な
自
然

世
界
に
誇
れ
る
遺
産

　
大
航
海
時
代
と
呼
ば
れ
た
15
世
紀
、
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
の
船
乗
り
た
ち
は
豊
か
な
自
然
と
文

化
を
持
つ
島
々
に
た
ど
り
つ
い
た
。
カ
リ
ブ

海
と
、
そ
の
西
に
伸
び
る
中
米
地
域
は
、
１

９
１
４
年
に
開
通
し
た
パ
ナ
マ
運
河
の
完
成

を
待
つ
ま
で
も
な
く
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
と
ア
ジ

ア
、
北
米
と
南
米
を
結
ぶ
世
界
の
交
差
点
と

な
っ
た
。

　
そ
の
一
方
で
、
交
通
の
要
衝
で
あ
る
こ
と

は
、
さ
ま
ざ
ま
な
争
い
に
巻
き
込
ま
れ
る
こ

と
を
意
味
し
た
。
植
民
地
化
と
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

人
が
持
ち
込
ん
だ
疫
病
に
よ
っ
て
多
く
の
先

住
民
が
命
を
落
と
し
、
代
わ
り
の
労
働
力
と

し
て
ア
フ
リ
カ
か
ら
奴
隷
が
輸
入
さ
れ
た
。

こ
う
し
た
経
緯
か
ら
、
さ
ま
ざ
ま
な
ル
ー
ツ

を
持
つ
人
々
と
文
化
が
複
雑
に
混
ざ
り
合
っ

民
族
の
る
つ
ぼ
に

内
戦
の
傷
跡
残
る

て
、
今
日
の
中
米
各
国
を
形
作
っ
て
い
る
。

　
日
本
と
中
米
の
関
係
が
緊
密
化
し
始
め
た

の
は
１
９
５
０
年
代
の
こ
と
だ
。
日
本
企
業

に
と
っ
て
戦
後
初
の
海
外
進
出
は
、
良
質
の

綿
花
を
生
産
す
る
エ
ル
サ
ル
バ
ド
ル
で
の
繊

維
事
業
だ
っ
た
。
日
本
の
紡
績
・
縫
製
技
術

は
現
地
で
高
く
評
価
さ
れ
、
今
で
は
警
察
の

制
服
な
ど
、
長
期
に
わ
た
っ
て
一
定
の
品
質

が
求
め
ら
れ
る
分
野
で
ニ
ー
ズ
が
高
い
。
エ

ル
サ
ル
バ
ド
ル
は
ま
た
、
青
年
海
外
協
力
隊

が
最
初
に
送
ら
れ
た
国
の
一
つ
だ
。

　
一
方
、
20
世
紀
の
中
米
で
は
、
輸
出
産
業

の
利
益
を
独
占
す
る
富
裕
層
と
貧
困
層
と
の

格
差
が
原
因
と
な
り
、
多
く
の
国
で
内
戦
が

発
生
し
た
。「
内
戦
の
平
和
的
解
決
の
た
め

に
日
本
が
多
大
な
尽
力
を
し
た
こ
と
が
、
日

本
と
中
米
の
関
係
を
ひ
と
き
わ
強
め
た
」と
、

専
修
大
学
の
狐
崎
知
己
教
授
は
指
摘
す
る
。

和
平
合
意
や
民
主
的
選
挙
の
実
現
は
も
ち
ろ

ん
、「
和
平
が
実
現
し
た
あ
か
つ
き
に
は
復

興
開
発
に
協
力
す
る
」
と
い
う
約
束
で
和
平

プ
ロ
セ
ス
を
後
押
し
し
、
約
束
通
り
の
支
援

を
実
行
し
た
こ
と
で
、
90
年
代
に
は
援
助
金

額
に
お
い
て
中
米
地
域
を
最
も
支
援
し
て
い

特
集  

中
米・カ
リ
ブ

日
本
と
中
米
の
国
交
樹
立
か
ら

80
周
年
の
節
目
の
年
と
な
る
今
年
は
、

〝
日
・
中
米
交
流
年
〞
と
し
て

さ
ま
ざ
ま
な
イ
ベ
ン
ト
が
予
定
さ
れ
て
い
る
。

世
界
を
つ
な
ぐ
十
字
路
と
も
い
え
る
こ
の
地
域
の
和
平
を
、

日
本
は
後
押
し
し
て
き
た
。

同
様
の
リ
ス
ク
に
立
ち
向
か
っ
て
き
た
日
本

は
、
こ
れ
ま
で
の
経
験
を
生
か
し
て
地
域
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の
防
災
体
制
構
築
に
協
力
し

て
い
る
。
ま
た
、
ハ
リ
ケ
ー
ン
で
ほ
か
の
国

が
建
築
し
た
橋
が
壊
れ
て
も
、
日
本
が
建
築

し
た
橋
は
壊
れ
な
か
っ
た
と
い
う
実
績
か

ら
、
社
会
イ
ン
フ
ラ
整
備
に
向
け
た
日
本
の

支
援
へ
の
期
待
は
大
き
い
。
日
本
が
現
地
で

橋
を
建
築
す
る
際
は
、
日
本
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を

生
か
し
て
現
地
の
人
々
と
一
緒
に
建
築
す
る

た
め
、
日
本
の
技
術
が
現
地
に
浸
透
し
、
活

用
さ
れ
て
い
く
と
い
う
利
点
も
あ
る
。

　
エ
ネ
ル
ギ
ー
問
題
で
は
、
日
本
も
中
米
も

石
油
を
産
出
せ
ず
、
輸
入
に
頼
っ
て
い
る
と

い
う
共
通
点
が
あ
る
。
現
在
、
日
本
が
取
り

組
む
地
熱
や
風
力
、
太
陽
光
エ
ネ
ル
ギ
ー
な

ど
の
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
技
術
は
、
中
米

で
も
エ
ネ
ル
ギ
ー
コ
ス
ト
削
減
の
た
め
に
活

用
で
き
る
は
ず
だ
。

　
中
米
は
、
先
住
民
文
化
の
壮
大
な
遺
跡
に

代
表
さ
れ
る
数
多
く
の
文
化
遺
産
に
加
え

て
、
世
界
で
も
有
数
の
生
物
多
様
性
と
い
う

自
然
遺
産
に
も
恵
ま
れ
て
い
る
。
コ
ス
タ
リ

カ
の
エ
コ
・
ツ
ー
リ
ズ
ム
に
見
ら
れ
る
よ
う

に
、
こ
う
し
た
観
光
資
源
を
活
用
す
る
こ
と

が
、
今
後
の
中
米
・
カ
リ
ブ
海
地
域
の
発
展

の
一
助
と
な
る
だ
ろ
う
。

　
近
い
う
ち
に
、
中
南
米
と
ア
ジ
ア
で
世
界

の
G
D
P
の
６
割
以
上
を
占
め
る
時
代
が
来

る
。
こ
れ
ら
二
つ
の
地
域
を
つ
な
ぐ
架
け
橋

と
し
て
、
中
米
と
日
本
が
果
た
せ
る
役
割
は

大
き
い
。

出典：国連ラテンアメリカ・カリブ経済委員会など
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り
へ
の
決
意
を
改
め
て

表
明
し
、
中
米
防
災
５
カ
年
計
画
（
２
０
０

０
―
04
）、
中
米
防
災
10
カ
年
計
画
（
２
０

０
６
―
15
）
が
そ
れ
ぞ
れ
策
定
さ
れ
た
。
台

風
は
も
ち
ろ
ん
、
地
震
、
火
山
災
害
、
土
砂

災
害
な
ど
、
中
米
が
直
面
す
る
自
然
災
害
と
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息
づ
く
文
化

ひ
ろ
が
る
絆

防
災
や
エ
ネ
ル
ギ
ー

日
本
の
技
術
が
生
き
る

遺
跡
と
豊
か
な
自
然

世
界
に
誇
れ
る
遺
産

　
大
航
海
時
代
と
呼
ば
れ
た
15
世
紀
、
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
の
船
乗
り
た
ち
は
豊
か
な
自
然
と
文

化
を
持
つ
島
々
に
た
ど
り
つ
い
た
。
カ
リ
ブ

海
と
、
そ
の
西
に
伸
び
る
中
米
地
域
は
、
１

９
１
４
年
に
開
通
し
た
パ
ナ
マ
運
河
の
完
成

を
待
つ
ま
で
も
な
く
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
と
ア
ジ

ア
、
北
米
と
南
米
を
結
ぶ
世
界
の
交
差
点
と

な
っ
た
。

　
そ
の
一
方
で
、
交
通
の
要
衝
で
あ
る
こ
と

は
、
さ
ま
ざ
ま
な
争
い
に
巻
き
込
ま
れ
る
こ

と
を
意
味
し
た
。
植
民
地
化
と
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

人
が
持
ち
込
ん
だ
疫
病
に
よ
っ
て
多
く
の
先

住
民
が
命
を
落
と
し
、
代
わ
り
の
労
働
力
と

し
て
ア
フ
リ
カ
か
ら
奴
隷
が
輸
入
さ
れ
た
。

こ
う
し
た
経
緯
か
ら
、
さ
ま
ざ
ま
な
ル
ー
ツ

を
持
つ
人
々
と
文
化
が
複
雑
に
混
ざ
り
合
っ

民
族
の
る
つ
ぼ
に

内
戦
の
傷
跡
残
る

て
、
今
日
の
中
米
各
国
を
形
作
っ
て
い
る
。

　
日
本
と
中
米
の
関
係
が
緊
密
化
し
始
め
た

の
は
１
９
５
０
年
代
の
こ
と
だ
。
日
本
企
業

に
と
っ
て
戦
後
初
の
海
外
進
出
は
、
良
質
の

綿
花
を
生
産
す
る
エ
ル
サ
ル
バ
ド
ル
で
の
繊

維
事
業
だ
っ
た
。
日
本
の
紡
績
・
縫
製
技
術

は
現
地
で
高
く
評
価
さ
れ
、
今
で
は
警
察
の

制
服
な
ど
、
長
期
に
わ
た
っ
て
一
定
の
品
質

が
求
め
ら
れ
る
分
野
で
ニ
ー
ズ
が
高
い
。
エ

ル
サ
ル
バ
ド
ル
は
ま
た
、
青
年
海
外
協
力
隊

が
最
初
に
送
ら
れ
た
国
の
一
つ
だ
。

　
一
方
、
20
世
紀
の
中
米
で
は
、
輸
出
産
業

の
利
益
を
独
占
す
る
富
裕
層
と
貧
困
層
と
の

格
差
が
原
因
と
な
り
、
多
く
の
国
で
内
戦
が

発
生
し
た
。「
内
戦
の
平
和
的
解
決
の
た
め

に
日
本
が
多
大
な
尽
力
を
し
た
こ
と
が
、
日

本
と
中
米
の
関
係
を
ひ
と
き
わ
強
め
た
」と
、

専
修
大
学
の
狐
崎
知
己
教
授
は
指
摘
す
る
。

和
平
合
意
や
民
主
的
選
挙
の
実
現
は
も
ち
ろ

ん
、「
和
平
が
実
現
し
た
あ
か
つ
き
に
は
復

興
開
発
に
協
力
す
る
」
と
い
う
約
束
で
和
平

プ
ロ
セ
ス
を
後
押
し
し
、
約
束
通
り
の
支
援

を
実
行
し
た
こ
と
で
、
90
年
代
に
は
援
助
金

額
に
お
い
て
中
米
地
域
を
最
も
支
援
し
て
い

特
集  

中
米・カ
リ
ブ

日
本
と
中
米
の
国
交
樹
立
か
ら

80
周
年
の
節
目
の
年
と
な
る
今
年
は
、

〝
日
・
中
米
交
流
年
〞
と
し
て

さ
ま
ざ
ま
な
イ
ベ
ン
ト
が
予
定
さ
れ
て
い
る
。

世
界
を
つ
な
ぐ
十
字
路
と
も
い
え
る
こ
の
地
域
の
和
平
を
、

日
本
は
後
押
し
し
て
き
た
。

同
様
の
リ
ス
ク
に
立
ち
向
か
っ
て
き
た
日
本

は
、
こ
れ
ま
で
の
経
験
を
生
か
し
て
地
域
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の
防
災
体
制
構
築
に
協
力
し

て
い
る
。
ま
た
、
ハ
リ
ケ
ー
ン
で
ほ
か
の
国

が
建
築
し
た
橋
が
壊
れ
て
も
、
日
本
が
建
築

し
た
橋
は
壊
れ
な
か
っ
た
と
い
う
実
績
か

ら
、
社
会
イ
ン
フ
ラ
整
備
に
向
け
た
日
本
の

支
援
へ
の
期
待
は
大
き
い
。
日
本
が
現
地
で

橋
を
建
築
す
る
際
は
、
日
本
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を

生
か
し
て
現
地
の
人
々
と
一
緒
に
建
築
す
る

た
め
、
日
本
の
技
術
が
現
地
に
浸
透
し
、
活

用
さ
れ
て
い
く
と
い
う
利
点
も
あ
る
。

　
エ
ネ
ル
ギ
ー
問
題
で
は
、
日
本
も
中
米
も

石
油
を
産
出
せ
ず
、
輸
入
に
頼
っ
て
い
る
と

い
う
共
通
点
が
あ
る
。
現
在
、
日
本
が
取
り

組
む
地
熱
や
風
力
、
太
陽
光
エ
ネ
ル
ギ
ー
な

ど
の
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
技
術
は
、
中
米

で
も
エ
ネ
ル
ギ
ー
コ
ス
ト
削
減
の
た
め
に
活

用
で
き
る
は
ず
だ
。

　
中
米
は
、
先
住
民
文
化
の
壮
大
な
遺
跡
に

代
表
さ
れ
る
数
多
く
の
文
化
遺
産
に
加
え

て
、
世
界
で
も
有
数
の
生
物
多
様
性
と
い
う

自
然
遺
産
に
も
恵
ま
れ
て
い
る
。
コ
ス
タ
リ

カ
の
エ
コ
・
ツ
ー
リ
ズ
ム
に
見
ら
れ
る
よ
う

に
、
こ
う
し
た
観
光
資
源
を
活
用
す
る
こ
と

が
、
今
後
の
中
米
・
カ
リ
ブ
海
地
域
の
発
展

の
一
助
と
な
る
だ
ろ
う
。

　
近
い
う
ち
に
、
中
南
米
と
ア
ジ
ア
で
世
界

の
G
D
P
の
６
割
以
上
を
占
め
る
時
代
が
来

る
。
こ
れ
ら
二
つ
の
地
域
を
つ
な
ぐ
架
け
橋

と
し
て
、
中
米
と
日
本
が
果
た
せ
る
役
割
は

大
き
い
。

出典：国連ラテンアメリカ・カリブ経済委員会など
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